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研究成果の概要（和文）：本科研では、(1)中国語・韓国人日本語学習者用のために日韓中の３言語間の品詞性および
関連する情報データベースとWeb上検索エンジン(http://kanjigodb.herokuapp.com)を完成した。(2)11年分の新聞コー
パスを使って、常用漢字2136字の特性および二字熟語のデータベースとWeb上検索エンジン(www.kanjidatabase.com)を
公開した。(3)ネット上で使える部首と漢字の関係を実験するための漢字意味空間実験ソフトを作成した。(4)日本語と
中国語の語彙が、非選択的に活性化されるが、ターゲット文の処理には影響しないことを脳波実験で示した。

研究成果の概要（英文）：In this grant, we have done four things: first, we created a database of 
two-kanji compound words for native Chinese- and Korean-speaking students who are learning Japanese, 
available as a search engine(http://kanjigodb.herokuapp.com). Second, using a corpus from the Mainichi 
newspaper (2000-2010), we created a Web-accessible search engine for 2136 joyo-kanji and their compounds 
(www.kanjidatabase.com). A paper explaining these tools was accepted by Psychological Research (Tamaoka 
et al., in press). Third, we created a Web-accessible experimental software for kanji semantic space. 
Finally, we published an ERP study of Chinese-and-Japanese bilinguals, indicating non-language selective 
word activation of both languages, but a cut-off mechanism for sentential processing of a target language 
(Tamaoka et al., 2016).

研究分野： 計量言語学

キーワード： 漢字データベース　Web検索エンジン　日本語学習者　二字漢字語　非言語選択的活性化　漢字の意味空
間　漢字特性　部首

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 漢字は意味的な最小単位(形態素)であり，
その組み合わせによって多様な語彙を形成
する。そのため，漢字形態素の意味的なネッ
トワークが適切に形成されることが，日本語
学習者の語彙的な知識を拡張させると予想
される。そのために，漢字データベースとそ
の検索エンジンの作成および二言語間の語
彙の意味的な結合を実験で考察することを
当初の目的とした。 
 
２．研究の目的 

本研究では，二言語間の漢字のネットワー
クを利用して，日本語学習者の漢字語彙処理
能力の向上を試みた。中国語を母語とするに
日本語学習者であれば，日本語の漢字と形態
的に類似しているため，両言語間の意味的空
間によるネットワークの形成が容易に行わ
れると予想される。韓国語では，漢字を表記
形態としては使用していない。しかし，両言
語では，漢語語彙が多く，日本語と韓国語は，
音韻的に類似した語彙が多い。音韻的な単位
も形態的な単位と結合することで，日本語の
漢字の意味的なネットワークを形成すると
予想される。非漢字圏のベトナム語母語話者
の場合でも，韓国語母語話者と同じように，
伝統的に漢字を単位として音韻的な表現（中
国語から借用された語彙）が多数存在し，日
本語の漢字を学習することで，ベトナム語の
形態素と日本語の漢字との意味的な結合関
係が形成され，意味的なネットワークを形成
することが可能であると予想される。モンゴ
ル語については，韓国語やベトナム語よりさ
らに，日本語の漢字形態素との関係が希薄に
なるので，漢字の意味的空間やネットワーク
の形成は，日本語の学習にともない学習対象
である日本語の１言語内で行われると予想
される。多様な日本語学習者の漢字学習を促
進するために，漢字の多様な特性のデータベ
ースとその Web上での検索エンジンを開発し，
さらに２言語間の意味的なネットワークの
関係を実験で調べることにした。 
 
３．研究の方法 
 本挑戦的萌芽課題では，２つのアプローチ
をとった。１つ目は，コーパスによるアプロ
ーチである。まず，大規模コーパスから 2,136
字の常用漢字の諸特性を調べた。また，中国
語または韓国語と日本語の２言語間(日中と
日韓)の漢字特性について辞書などを使って
検討し，漢字二字からなる語彙の特性をデー
タベースにした。２つ目は，反応時間パラダ
イム，視線計測，脳波測定などの実験的アプ
ローチである。特に，日中バイリンガル話者
を対象に，多様な実験を実施した。日本語母
語話者にも実験を行い，第１言語での基準の
指標とした。 
 
４．研究成果 
本課題では，４つのことを行った。第１に，

日本語では，漢字２字で構成される熟語は数
多くあり，国語辞典の見出し語のうち，約
70％を占めている。現代の韓国語では，漢字
をほとんど使用していないものの，漢字表記
由来の語が多く存在している。また，中国語
では漢字が母語として使用されている。その
ため，韓国語または中国語を母語とする日本
語学習者は日本語の漢字語の習得において
有利であると言われている。しかし，漢字表
記を基本とする語彙であっても，品詞や文法
的な用法が異なる場合がある。そこで，韓国
語または中国語を母語とする日本語学習者
のために，日本語，韓国語および中国語の３
言語で，書字が類似した二字漢字語(日韓中
同形二字漢字語)の品詞情報を記録したデー
タベースを作成した。これは，『ことばの科
学』(2014年)の第 27号の特集号に掲載した。 

国際交流基金・日本国際教育支援協会 
(2007)の『日本語能力試験出題基準』 （2007，
改訂版）の＜文字・語彙＞の４級，３級，２
級の語彙から漢字２字で構成される語（以 
下，二字漢字語）を全て抽出した。その総計
は 2,060 語になった。これらの語彙につい
て，日本語国語辞書『新明解国語辞典』『角
川新国語辞典』『岩波国語辞典』『明鏡国語辞
典』『旺文社詳解国語辞典』の５種類の辞典
に掲載された品詞情報を調べて，「名詞」「動
詞」「形容詞」「副詞」などの品詞を記入した。
まず，1985 年から 1998 年までの 14 年分の
朝日新聞記事から抽出した約 36 万語の語 
彙使用頻度データ (天野・近藤, 2000) から
得た情報である。次に，2000 年から 2010 年
までの 11 年分の毎日新聞のコーパスにお
ける語彙の出現頻度を，形態素解析エンジン 
Mecab 0.991 を使って独自に検索して記録し
た。さらに，『日本語能力試験出題基準』 
(2007)における各語の配当級を記録した。次
に，２種類の新聞コーパスから語彙の使用頻
度を記載した。データベースは以下のように
構成されている。 
 
1 見出し語の番号  
2 日本語の見出し語の漢字表記  
3 日本語の読み表記  
4 新明解国語辞典(第７版)【机上版】  
5 角川新国語辞典(初版)  
6 岩波国語辞典(第６版)  
7 明鏡国語辞典(第２版)  
8 旺文社詳解国語辞典(初版)  
9 朝日新聞(1985-1998)の使用頻度 
10毎日新聞(2000-2010)年の使用頻度  
11日本語能力試験出題基準の級  
12 韓国語の漢字表記  
13 漢字のハングル表記  
14 動詞能動-hada  
15動詞受動-doeda  
16形容詞-hada  
17接尾辞「‐的（-jeog）」  
18中国語の漢字表記(簡体字)  
19 中国語の読み表記(ピンイン)  



20 現代漢語辞典(第５版)  
21 現代漢語規範辞典(第１版)  
22『漢語辞典』と『規範辞典』品詞一致  
 

さらに，このデータベースを Web上で自由
に利用可能な検索エンジンを完成した。この
検索エンジンは，同形⼆字漢字語の日韓中の
３言語間の品詞性およびそれに関連する情
報（朴・熊・玉岡，2014; 熊・玉岡, 2014）
を，整理したものである。この検索エンジン
は，中国語あるいは韓国語を母語とする日本 
語学習者や研究者を対象としている。エンジ
ンの構築には，MongoDB，Flask，AngularJS な
どの最新の技術を使用した。朴・熊・玉岡
（2014）は，日韓中３言語の８冊の国語辞書
を もとに，日本語能力試験の４級から２級
までの 2,060語の二字漢字語の品詞情報を中
心としたデータベースを作成している。しか
し，このデータベースは 23 列（ID 番号を
除く）の情報 からなる Excel の表形式のデ
ータであり，そのままでは閲覧・検索がし難
い。そこで，このデータベースを広く一般に
利用してもらえるように，多様な検索機能を
備えた検索エンジンを 開発し，Web上で公開
した（http://kanjigodb.herokuapp.com）。
本検索エンジンでは，データ を６種類のデ
ータのグループに分け，分かりやすいカード
の形で表示した。そして，(1) 単 語を個別
に確認するのに適した「シンプル検索」およ
び(2)一定の特徴を持つ単語を選び出すのに
適した「詳細検索」，の２つの検索機能を構
築した。この説明論文(于・玉岡，2015)を『こ
とばの科学』(2015年)の第29号に掲載した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

さらにこのデータベースに，ベトナム語の
発音や意味を追加した。日本語の漢字語は，
ベトナム語の形態素と類似している場合が
ある。例えば，ベトナム語の漢越語の dương 
tính 「陽性」１音節 dương 「陽」の語頭は 
dで， 語尾は uongである。一方，日本語の
漢字音読みの語頭は「や」行から始まり，語
尾規則を応用し，日本語の漢字音読みの語尾

は「ヨウ」で終わり，語頭と語尾の音韻を合
わせ，推測すると「ヨウ」になり，漢字で表
す「陽」の音読みにあたる。２音節(２つ目
の漢字)の tính 「性」の語頭は t で, 語尾
は inh である。日本語の「性」の発音は sei
で，規則にあっている。以下は，dương tính 
「陽性」のベトナム語の音節と日本語の漢字
の関係を図にしたものである。 

 
 

 
 
 
 

 
 
第２に，2000 年から 2010 年までの毎日新

聞のコーパスを利用して，新しい常用漢字
2,136 字の漢字特性および二字熟語のデータ
ベースを完成して，Web 上で検索エンジン
(www.kanjidatabase.com)を公開した。さら
に，このデータベースについて英語で紹介し
た論文は，Psychological Researchに採択さ
れ，2016 年に掲載予定である(Tamaoka, et 
al., 2016)。これにより，世界中の研究者が
このデータベースにアクセスできるように
なる。 
第３に，ネット上で使える部首と漢字の関

係を実験するための漢字意味空間実験ソフ
トを作成した。これにより，このソフトは，
世界中どこでも実験に使用できるようにな
った。このサイト上の実験プログラムは，英
語などのヨーロッパ言語はもちろん，ベトナ
ム語，モンゴル語など漢字を母語として使用
していない日本語学習者の漢字の習得のプ
ロセスを考察するのに適している。例えば， 
サンズイを中心とした漢字の意味空間であ
れば，以下のように「水」から意味的に離
れていく距離を描くことができる。さらに，
クラスタ分析を使うことで，意味的に類似
した漢字をグループ化することもできる。
非漢字圏の日本語学習者であれば，漢字学
習を始めて，徐々に漢字の学習が進んでい
く様子を描くことも可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第４に，中国人日本語学習者を対象に，日

本 語 と 中 国 語 の 語 彙 が
 

第４に，第１言語の語彙が，学習対象の第
２言語の日本語を処理している場合でも，非
選択的に活性化されることを脳波 (ERP; 



event-related potentials)実験で実証した
(Tamaoka, et al., 2016)。具体的には，以
下の１つの文について３つの条件をセット
として，実験刺激を作成した。 
 
(1)友達からのプレゼントは手表でした。 
(2)友達からのプレゼントは公里でした。 
(3)友達からのプレゼントは戸治でした。 
 
(1)の条件では，中国語の「手表」は日本語
の「時計」であり，日本語の文そのものは中
国語を日本語で解釈すると意味が成り立つ。
(2)の条件では，「小里」は日本語では「キロ
メーター」の意味になり，意味が成り立たな
い。(3)の条件の「戸治」は日中ともに無意
味語である。脳波をこれらのターゲット語の
位置から測定すれば，仮に中国語の意味が活
性化されそのまま日本語文の理解に使われ
るなら，「友達からのプレゼントは時計でし
た」と解釈されるであろう。しかし，(2)の
条件では，日本語では意味をなさない文とな
り，N400が観察されることが予想された。(3)
の条件は無意味語であるため，やはり N400
が予想される。実験の結果は以下の図のよう
になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 中国人日本語学習者の文処理における脳
波において，N400 が観察されたのは，(3)の
無意味条件だけであった。これは，(1)と(2)
の中国語で意味のある語は，日本語文を処理
していても自動的に活性化されることを意
味している。しかし，(2)のような日本文に
当てはまらない文でも語の活性化が起こっ
ていると思われるものの，N400が惹起されな
いため，日本語での文理解にまでは至ってい
ないのではないかと考えられる。 
 同様に，第１言語の中国語でも以下のよう
に同じ条件の文を作成して，脳波を測定した。 
 
(4) 这位是我的友达.（「友達」） 
(5) 这位是我的风邪.（「風邪」） 
(6) 这位是我的中克.（無意味語） 
 
結果は，日本語の場合と同じで，無意味語の
条件のみで N400が観察された。 

以上のように，中国語でも日本語でも，非
選択的に活性化された語は，ターゲット文の
意味的な処理そのものには影響しないとい

う結果が得られた。文の意味処理のレベルで
カット・オフ機能が働くのではないかという
仮説を提案した。 
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